
    

令
和
六
年
は
、
法
然
上
人
に
よ

り
浄
土
宗
が
開
か
れ
て
ち
ょ
う

ど
八
五
〇
年
に
な
り
ま
す
。 

ご
く
限
ら
れ
た
人
の
為
だ
っ

た
仏
教
を
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
念
仏
を
唱
え
る
だ
け
で
仏
さ

ま
の
慈
悲
を
戴
け
る
と
、
私
た

ち
一
般
の
も
の
に
し
て
く
れ
た

法
然
上
人
。
ま
さ
に
仏
教
の
改

革
者
で
し
た
。 

全
国
の
浄
土
宗
総
・
大
本
山

及
び
各
寺
院
で
は
、
記
念
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
蔵
寺

で
は
お
施
餓
鬼
法
要
に
合
わ
せ

て
八
五
〇
年
の
報
恩
法
要
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
列
く
だ

さ
い
。 

 

   

法
蔵
寺
に
は
二
種
類
御
朱
印

が
あ
り
ま
す
。
季
節
や
行
事
に

合
わ
せ
て
特
別
版
も
発
行
し
て

い
ま
す
。 

ご
志
納
金
は
三
〇
〇
円
～
。

境
内
を
お
参
り
の
際
に
は
ぜ
ひ

お
求
め
く
だ
さ
い
。 

   

    

 
 

 

お
盆
に
つ
い
て
は
、
別
紙
に

て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
樹

木
葬
ご
契
約
の
方
で
、
お
盆
供

養
、
塔
婆
供
養
な
ど
ご
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
法
蔵
寺
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

       
秋
彼
岸
法
要
は
、
主
に
初
彼

岸
の
方
が
ご
参
列
し
ま
す
が
、

一
般
の
方
も
ご
参
列
で
き
ま
す
。 

 

初
彼
岸
を
迎
え
る
方
に
は
別

途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

        

法
蔵
寺
で
お
稽
古
し
て
お
り

ま
す
「
の
り
が
お
か
雅
楽
会
」

の
定
期
演
奏
会
で
す
。
秋
は
本

堂
の
中
で
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
文
化
の
秋
に
ち
な
み
、

写
経
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

        

法
蔵
寺
伝
統
の
行
事
で
す
。

無
病
息
災
を
願
い
『
大
数
珠
繰

り
』
を
行
い
ま
す
。（
十
日
）
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定 

 

法
蔵
寺 

ご
朱
印 

お
盆 八

月
十
三
日
～
十
五
日 

施
餓
鬼

せ

が

き

法
要 

 
 

八
月
十
六
日 

十
一
時
～ 

秋
彼
岸
法
要 

 

九
月
十
五
日
（日
） 

十
一
時
～ 

秋
彼
岸 

 

九
月
十
九
日
～
二
十
五
日 

 
 

今
年
は 

浄
土
宗
開
宗
８
５
０
年 
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秋
の
雅
楽
演
奏
会 

秋
ま
つ
り 

十
月
六
日
（日
）十
二
時
～ 

十
日

じ
ゅ
う
に
ち

十
夜
会

じ

ゅ
う

や

え 

十
一
月
五
日
～
十
五
日 

十
夜

じ
ゅ
う
や

大
法
要

だ
い
ほ
う
よ
う 

十
一
月
十
日
（日
） 

十
一
時
～ 

http://www.nikko-hozoji.jp/
http://www.nikko-hozoji.jp/

